
１．研究の目的と方法

(1)研究の背景と目的 

 宮城県は、古くから地震に伴う津波被害を受けてきた

津波常襲地域である。特に 1933 年の昭和三陸津波の被

害と復興については、国・県による記録を元に、東日本

大震災の被害の検証と復興計画の基礎資料として分析が

重ねられている。ただし、個々の集落の実態に関する論

考は岩手県内が主で、饗庭伸らは岩手県大船渡市綾里集

落について建築計画・建築史・都市計画など複数の分野

から検討し、昭和三陸津波後の高台移転と地域組織の結

束が東日本大震災の被害を逓減したと指摘した 1)。また、

岡村健太郎は大槌町吉里吉里集落について、県が「模範

町村」に選定し、県職員の主導により住宅や共同浴場・

診療所などを一体的に整備したことで住環境の向上が図

られ、理想的な復興地が形成されたと推測している 2)。 

 一方、宮城県は、復興事業として海嘯罹災建築取締規

則の施行 3)や震嘯記念館の建設 4)など、独自の事業が指

摘されている。特に注目したいのは、宮城県内で建物・ 

 

 

人的被害が最も大きく、県下で最大規模の復興計画が実

施された桃生郡十五浜村雄勝であり、新聞等では岩手県

の吉里吉里集落と同様、「理想的漁村」としての復興が報

じられた。さらに復興完了直後の 1936年には、後述のよ

うに、東北地方の生活改善を目的に設立された東北更新

会、および同会と同潤会が 1935 年から実施した東北地

方農山漁村住宅改善調査において、雄勝の集落・住宅は

調査・視察を受けており、当初からその計画が注目され

ている。すなわち雄勝は、単なる被災集落の復旧ではな

く、住宅・集落の積極的な改善が図られたと推測できる。 

 以上により本研究は、宮城県十五浜村雄勝部落につい

て、第一に昭和三陸津波における復興経緯と集落・住宅

の実態を公文書等から検討し、その改善像を明らかにす

ること、第二に応急期の住宅対応と併せて分析し、宮城

県の住宅施策の特徴を明らかにすることを目的とする。 

(2)研究の方法 

 まず、昭和三陸津波における宮城県の被害・復興に関

する一次史料として『震嘯災害救護概況』注 1)（1933、以 
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下『救護概況』㸧、『三陸津波にᅉる被害町村の復興計画報

࿌書』注 2)(1934、以下『復興計画報࿌書』㸧、『宮城県昭和

震嘯ㄅ』注 3)(1935、以下『昭和震嘯ㄅ』㸧、および『Ἑ北新

報』を⏝いる。 

 次に、十五浜村雄勝部落の復興計画の資料として、宮

城県公文書館所ⶶ公文書および工学院大学図書館௒和次

郎・➉内ⰾ太郎ࣥࣙࢩࢡࣞࢥ所ⶶ資料を⏝いる(⾲㸯)。

後⪅は、後述のように同潤会東北地方農山漁村住宅改善

調査ጤ員会のკクᢏᖌ・➉内ⰾ太郎、ጤ員・௒和次郎ら

が、1936年に十五浜村の復興住宅を視察した㝿の෗┿・

資料であり、東北更新会理事・小಴ᙉらが同年に調査し

た『宮城県桃生郡十五℈村漁ᐙ改善調査報࿌』をྵࡴ。 

 以上を元に、桃生郡十五浜村雄勝部落で建設された復

興住宅や集落計画の実態を明らかにする。 

 

㸰.昭和三陸津波における宮城県のᛂᛴᮇの住宅ᑐᛂ 

(1)宮城県におけるᛂᛴᮇの住宅ᘓタ 

 昭和三陸津波における宮城県の被害は、罹災๓の人ཱྀ

57,017人のうち 315人がṚஸ、151人が㈇യ注 4)、住ᐙは

17町村でὶኻ 399ᡞ・ಽቯ 240ᡞ・ᾐỈ 1,645ᡞである

注 5)。これは、罹災๓ 10,317 ᡞの⣙ 2 ๭に当たり、桃生

郡十五浜村ではこのうち建物のὶኻ 128ᡞ、ಽቯ 120ᡞ

で、共に県内最ከであࡗた。 

 被災後の応急期には、宮城県内では罹災町村に「ࣛࣂ

住宅が建てられた。その建設経㐣を『昭和ࡪと࿧「ࢡࢵ

震嘯ㄅ』『Ἑ北新報』からࡳると、県はまず罹災⩣日の㸱

᭶㸲日にࢡࢵࣛࣂ建築⏝のᮌᮦ 3,000ᆤ分を三陸ᮌᮦ会

♫から急㏦注 6)、同᭶㸳日にはᅵᮌ課のᢏ手㸲ྡがᐙᒇ調

査にὴ㐵され、⩣㸴日にはࢡࢵࣛࣂのᒇ᰿ᮦに౑⏝する

波ᯈࣥࢱࢺ 12,000 ᯛの㉎ධを大ᯘ組に౫㢗した注 7)。さ

らに同日、事๓にస成していた設計図に基࡙き、⸨ཎ・

ఀ⸨Ⴀ⧋ᢏ手が罹災町村でࢡࢵࣛࣂ建設のㄝ明会を㛤ദ

して建設に╔手させた注 8)。 

 このࢡࢵࣛࣂの設計図は『昭和震嘯ㄅ』にᥖ㍕されて

いる（図㸯㸧。A・B・Cの㸱᱌స成されたが、図㠃の注記

に「BCは計␓のࡳにてᐿ施せࡊりしもの」とあり、実㝿

に建設されたのは A᱌のࡳだࡗた。A᱌は、㛫ཱྀ 3.5㛫・

ዟ行㸰㛫の㸵ᆤで、ᖹ㠃は台所・ᗙᩜ・ᅵ㛫から成る。

建設された෗┿（図㸰㸧をࡳると、ᮦ料はቨはᯈᙇり、

ᒇ᰿はኳ↛ࣞࢫーࢺを⏝いる。ኳ↛ࣞࢫーࢺは雄勝町࿘

㎶で⏘ฟされる地場ᮦで、ඛ述の㏻りᒇ᰿ᮦとして波ᯈ

ࢫを㉎ධしたものの、୙㊊分を㏆㞄でධ手できるࣥࢱࢺ

ࣞーࢺで⿵ࡗたと推測できる。 

 㐍ᤖ≧況については、『Ἑ北新報』1933年㸱᭶ 25日の

「罹災ᐙᒇ建設≧況」注 9)に計画・㉳工ᡞ数があり、඲体

として㸶町村に 364 ᡞの建設を計画している。『救護概

況』所཰の㸲᭶㸯日᫬Ⅼの≧況注 10)によれࡤ、၈᱓村・小

Ἠ村・ḷ津村・十三浜村・十五浜村・大ཎ村で 274ᡞが

完成、46ᡞが建設୰であࡗた。 

 被害が大きかࡗた十五浜村では、建築ぢ㎸のࢡࢵࣛࣂ

は 199ᡞで、㸱᭶ 10日に雄勝部落 160ᡞ、Ⲩ部落 19ᡞ、

船㉺部落㸳ᡞを㸱᭶ 20 日までに❹工する計画とⓎ⾲し

た注 11)。㸱᭶ 21 日には雄勝・Ⲩ部落で 35 ᡞがධᒃを㛤

ጞし、㸲᭶㸯日᫬Ⅼで 170ᡞが❹工していた注 12)。  

表１ 十五浜村雄勝部落の復興計画の資料 

史料名 所蔵 使用史料 

昭和 12 年度土木都市計画宅地造成関係 宮城県公文書館 

宅地造成工事竣工期日延期承認申請 

震嘯災害宅地造成工事着手進捗状況報告 

十五濱村下雄勝・上雄勝宅地造成計画平面図 

自昭和六年至昭和九年市町村及公共組

合 区域名称(桃生郡) 
宮城県公文書館 村役場位置変更ノ件 

宮城県桃生郡十五濱村漁家改善調査 
工学院大学図書館今和次郎・竹内芳

太郎コレクション 

①宮城県桃生郡十五濱村漁家改善調査報告 

②十五濱村略図 

③雄勝新宅地割 

④下雄勝新住宅地配置図 

⑤漁村住宅図面(十五濱村水濱・分濱) 

⑥竹内芳太郎撮影 集落・住宅写真(26 点) 

図１ 䝞䝷䝑クタ計図䠄䛄昭和震嘯ㄅ䛅所཰䠅 

A B C 

図䠎 ᑠἨ村の䝞䝷䝑ク䠄䛄昭和震嘯ㄅ䛅所཰䠅 
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(2)ᒾᡭ県とのẚ㍑にࡳる特徴  

 やはり昭和三陸津波で被害を受けた岩手県の応急期の

住宅については、岡村健太郎の論考 5)がᣲࡆられる。本

書によると、岩手県では罹災後の応急住宅を「௬小ᒇ」

と࿧び、1933年㸱᭶㸱日・㸳日・㸴日の㸱期に分けてᮦ

料を調㐩、ᯈやᵾ等のᮌᮦとᒇ᰿ᮦにᮡ⓶を⏝ពした。

その後の㐍ᤖは明らかではないが、㸲᭶ 13 日᫬Ⅼで 13

町村に 1,580ᡞ分の建築ᮦ料が㓄⤥されている。㛫取り

はᅄᡞ一Ჷまたは五ᡞ一Ჷの㛗ᒇ形ᘧで、一ᡞ当たりの

規模は㛫ཱྀ・ዟ行ྛ㸰㛫だࡗた。 

 宮城県とẚ㍑すると、ྡ⛠は宮城県では「ࢡࢵࣛࣂ」、

岩手県では「௬小ᒇ」と␗なり、宮城県では罹災から⣙

㸯ࣨ᭶後の㸲᭶㸯日᫬Ⅼで計画の 75㸣が完成、15㸣が╔

手῭ࡳで、岩手県にẚ࡭౪⤥が㠀常に᪩い。㛫取りも岩

手県では㛗ᒇ形ᘧで㸯ᡞ㸲ᆤに対し、宮城県はᡞ建てで

㸵ᆤとᗈい。すなわち宮城県では、ࢡࢵࣛࣂを௬設であ

りながらᡞ建てで計画し、事๓にస成した設計図をもと

に罹災から㸰日でㄝ明会を㛤ദして建設に╔手させるな

ど、応急住宅の建設が県主導で計画的かつ⤫一的に㐍ࡵ

られたⅬに注目しておきたい。 

 

㸱.宮城県十五浜村における住宅復興の⤒⦋ 

(1)十五浜村の復興計画の❧᱌ 

 宮城県における住宅復興については、『Ἑ北新報』によ

れࡤ 1933年㸱᭶ 11日の漁Ẹ住宅の住宅指導に関する記

事が最も᪩い注 13)。ここでは、漁Ẹ住宅の高台࡬の集ᅋ移

転、共同施設の整備がᣲࡆられた࡯か、住宅については

宮城県ᅵᮌ課の㐲⸨ᢏᖌがቑ改築や移転がᐜ᫆で、⾨生

や漁Ẹの౽ᐅを考៖した「理想的形ᘧ」の㸴✀のᖹ㠃を

設計、඲県で規᱁を⤫一するよう指導すると報じており、

᪩期にල体的な住宅᱌がᥦ♧されたⅬが注目される。 

 本᱁的な復興計画は同年㸱᭶ 15 日のᐙᒇ復興ጤ員会

にጞまり注 14)、㸲᭶ 11、12日の罹災地町村会㆟において、

「住宅建築復興」と「宅地㐀成」に関する注ពせ㡯が♧

された注 15)（資料㸯・㸰㸧。㸴᭶ 30日には海嘯罹災建築取

締規則が公ᕸされ、㸵町村 25 部落について津波被害の

ᜍれのある地域内の住宅建設が⚗じられた注 16)。以後、ྛ

罹災町村に⮫᫬海嘯地ᐙᒇ復興計画ጤ員会が設けられ、

住宅㐺地㐀成事業が町村事業として㐍ࡵられている。 

 十五浜村では、඲ 15 部落のうち被害が大きかࡗた雄

勝・Ⲩ・船㉺の㸱部落が海嘯罹災建築取締規則の対㇟に

指定され、ྡ᣺・船渡をຍ࠼た㸳部落で住宅㐺地㐀成事

業が計画された注 17)。『復興計画報࿌書』によると、Ⲩは

ྛᡞ移転、௚の㸲部落は集ᅋ移転が計画された。同史料

によれࡤ、住宅㐺地㐀成事業は岩手県では 18町村・38部

落、宮城県では 15町村 60部落で実施されたが、岩手県

は඲て集ᅋ移転に対し、宮城県はྛᡞ移転が㸶๭で集ᅋ

移転は 11部落のࡳ、かつ༙数以上が移転ᡞ数 30ᡞᮍ‶

であࡗて、雄勝の 226ᡞは⩌をᢤく規模だࡗた注 18)。 

 移転計画の経緯をࡳると、『Ἑ北新報』では᪤に 1933

年㸲᭶ 26日に雄勝部落の移転ඛがỴ定注 19)、Ⲩ・ྡ᣺・

船㉺のྛ部落も㏆く調査の上移転ඛを選定するとあり、

同᭶ 30日には雄勝で測㔞に╔手した注 20)とするが、同年

㸵᭶㸳日᫬Ⅼでも船㉺・ྡ᣺・Ⲩは移転ᩜ地ೃ⿵地を選

定୰で、雄勝も移転計画を急いでいるとする注 21)。同年㸵

᭶ 14日には、「ᑗ᮶の理想㒓建設」を目指して、まず雄

勝・ྡ᣺・船㉺で海ᓊ護ᓊ工事に╔手、さらに雄勝では

᮶᭶初᪪から移転ᩜ地の選定、地ᆒ、ᅵ┒、㐨㊰、ᶫᱱ

の工事を一ᩧに╔手するとした注 22)。『Ἑ北新報』では雄

復興建築ニ關スル件 

一、住宅 

建物ハ質素ニシタ竪牢ナルコト 

大サハ成ルタケ最少限ニ止メ將來増築シ得ル構造トスルコト 

床ノ高サハ成ルタケ地上二尺以上トスルコト 

土臺ト土臺石ハ「ボールト」ニテ取付クルコト 

柱ハ上下柄付込栓打チトスルコト 

柱間ニハ筋違ヲ堅牢ニ入レルコト 

外部ハ成ルタケ板張トスルコト 

屋根材ハ不燃質ニシテ成ル丈ケ輕量ナルモノヲ使用スルコト 

火氣ヲ使用スル場所ハ不燃質材ヲ以テ施工スルコト 

危險地域ニ假住宅ヲ建築シ本住宅トナス樣ニ見受ケラルルモノアリ是等

ハ一般ヲ危險地域ニ誘導スル虞アルニ付必ス高地ニ移轉スヘシ 

便所ハ内務省考案(別樣式)改良便所トスルコト 

資料１ 住宅ᘓ⠏復興䛻関䛩䜛ὀពせ㡯 

宅地造成ニ關スル件 

流失倒壞シタル家屋ノ復興ニ當リテハ舊位置ニ建築セス(防護施設或ハ

地盛等ニ頼ラス)他ノ適當ノ高所ニ建築スルコト尚床上浸水家屋ニ於テ

モ可成ク右ニ凖スルコト 

前項宅地ノ高サハ今回及ヒ明治二十九年ノ海嘯以上トスルコト 

以上ノ目的達成ノ爲メ政府ヨリ拾九萬五千圓ノ金額利子補給付五箇年

据置十五箇年償還ノ資金ヲ融通セラル右融通額ハ一戸當リ百六拾圓ナ

ルモ場所ニヨリ平均額ヲ要セサル場所アルニ付彼此流用セハ必要ニ應

シ相當多額ノ要求ニ應シ得ヘク別途ノ資金ヲ要セスシテ經理シ得ル見

込ナリ 尚宅地ノ選定ハ最モ重要ナル事項ニツキ此ノ目的ヲ達成スル爲

メ義捐金ノ配分ニ關シテモ多少考慮ノ見込ナリ 

在來道路ヨリ新タニ選定セル住宅地ニ達スル道路ニ封シテハ此レヲ町村

道ニ認定セラルルモノニ就キテハ匡救事業同樣四分ノ三ノ補助ト低利資

金ノ融通ヲナシ個人竝ニ町村ノ負擔ノ輕減ヲ計ル見込ナリ 但シ造成宅

地カ縣ノ指示ニ副ハサルモノニ對シテハ此ノ恩典ナシ 

部落ヨリ高地ノ避難場所(學校、神社、寺院其ノ他ノ廣場)ニ通スル避難

道路ノ新設ニツキテモ前項同樣 

川口ニハ可成宅地ヲ設ケサルコト 

崖ニ住宅ヲ設クル場合崩壞ヲ注意スルコト 

宅地ハ六尺以上ノ道路ニ接セシムルコト 

成ル可ク袋路ヲ造ラサルコト 

一團地ノ宅地ヲ計畫スルニ當リ地區外ニ於ケル既設道路トノ連絡ヲ圖ル

コト 

今回及明治二十九年ノ海嘯ニヨリ危險卜認メラルル地區ニアル官公署

及小學校移轉ニ付テモ其ノ敷地ニ付考慮スルコト 

資料䠎 宅地造成䛻関䛩䜛ὀពせ㡯 
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勝の移転ඛとして、1896年の明἞三陸津波で被災してᗫ

Ṇされた宮城集἞┘雄勝分┘ 6)の㊧地も取りἋửされた

注 23)が、最⤊的には 1933 年 12 ᭶㸷日に十五浜村㸳部落

の㐀成計画と⿵ຓ事業がㄆྍされ注 24)、雄勝では後述の

ように被害がẚ㍑的㍍かࡗたᏐఀໃ⏿の高台に 100ᡞの

新宅地を㐀成、௚は旧ᩜ地の地上ࡆでỴ定された。 

(2)十五浜村における復興ᕤ஦の㐍ᤖ 

 宅地㐀成工事の㐍ᤖは、昭和 12年ᗘ『ᅵᮌ都市計画宅

地㐀成関ಀ』注 25)（以下『宅地㐀成関ಀ』㸧のうち「震嘯

災害宅地㐀成工事╔手㐍ᤖ≧況報࿌」から㏣㊧できる。

当初の計画では、1934 年㸱᭶ 31 日までに㸳部落 351 ᡞ

分の宅地が❹工ண定注 26)だࡗたが、ண定日を㐣ࡂた同年

㸲᭶ 18日に十五浜村村㛗から宮城県▱事に同年 12᭶ 20

日までのᘏ期ᢎㄆ⏦ㄳがᥦฟされた。㐜ᘏ理⏤として、

船渡は県の⿵ຓ㔠の減㢠、船㉺・ྡ᣺は⏿地を㐀成༊域

に選定したこと࡬の住Ẹの཯対、分ᩓ移転のⲨは設計ኚ

更をᣲࡆている。ただし、船渡は⩣ 1935年㸯᭶ 31日、

ྡ᣺は同年㸵᭶㸳日まで❹工がずれこࡳ、船㉺は同年 10

᭶᫬Ⅼでもᮍ完成だࡗた。 

 一方雄勝は、1933 年 11 ᭶᫬Ⅼでは指ྡධᮐでㄳ㈇ඛ

をỴ定するண定だࡗたが、ண⟬㉸㐣のたࡵ㝶ពዎ⣙でᇼ

内組がㄳ㈇うこととなり注 27)、1934 年㸯᭶下᪪に工事に

╔手、ᘏ期期㝈内の同年 12᭶ 14日までに❹工した。『昭

和震嘯ㄅ』所཰の 1934年㸶᭶᫬Ⅼの住宅復興≧況注 28)に

よると、宮城県඲域では建築ぢ㎸の住宅676ᡞのうち 328

ᡞが❹工῭125、ࡳ ᡞが工事╔手῭ࡳで、ᮍ╔手は⣙㸱

๭の 223ᡞだが、十五浜村では建築ぢ㎸ 263ᡞのうち㸵

๭を㉸࠼る 189ᡞが工事ᮍ╔手で、௚村にẚ࡭てⴭしく

㐍ᤖが㐜れていた。 

 この༙年๓の 1934年㸰᭶ 27日௜『Ἑ北新報』では、

十五浜村について「ಽቯὶኻ⣙ᅄⓒᡞの୰高台に宅地を

㐀成してᐙᒇを新築しおṇ᭶を㏄࠼たのがഹかに十୐、

ඵᡞである（୰␎㸧県工事で工㈝五୓వ෇をᢞじたሐ㜵

は立ὴにฟ᮶上がり、目下㐨㊰の工事୰である（୰␎㸧

震災๓はᛮいもཬࡤなかࡗた共同〇㐀場 二十㛫にඵ㛫

のものが立ὴに建設され共同の಴ᗜもいま工事୰の船ᥭ

場の後方にฟ᮶上がࡗている」と報じており、この᫬Ⅼ

で住宅建設の完成はわずか 17・18ᡞで㞴⯟していたが、

ሐ㜵や共同施設等の建設は㐍ࢇでいたことがわかる。 

 一方、ὶኻをචれたᐙᒇの移転については 50 ᡞ程が

計画され、1934年㸲᭶ 18日᫬Ⅼで 37・38ᡞは宅地㐀成

完成地ᖏに建設が完了し、同年㸳᭶ᮎには❹工ぢ㎸ࡳと

しており注 29)、新築より᪩期に㐍行していた。 

㸲.十五浜村雄勝の復興集落 

(1)ᮾ໭᭦᪂఍・ᮾ໭ᆅ方㎰ᒣ漁村住宅ᨵၿㄪᰝጤဨ఍の

ㄪᰝ 

 復興された雄勝集落のල体的なጼは、津波Ⓨ災の㸱年

後の 1936 年に東北更新会が実施した調査成ᯝから▱る

ことができる。 

 昭和初期の東北地方では、1931年の大ปసと昭和ᜍៃ、

1933 年の昭和三陸津波、1934 年の෭害などが┦次いだ

ことで農村の⑂ᘢが῝้なၥ㢟となࡗた。この農村復興

のた1935、ࡵ年に組織されたのが東北生活更新会（1936

年に東北更新会と改ྡ㸧である 7)。日本学⾡᣺興会が 1935

年 11 ᭶に東北更新会と同潤会にጤクし、東北地方農山

漁村住宅改善調査が㛤ጞされた。⾨生・建築・農ᨻ・漁

ᨻ等の 18 ྡのᑓ㛛ᐙと、東北㸴県関ಀ⪅など⮫᫬ጤ員

による東北地方農山漁村住宅改善調査ጤ員会（以下、改

善調査ጤ員会と␎記㸧をⓎ㊊、建築ᑓ㛛ᐙを୰ᚰとした

特ูጤ員会のጤ員には௒和次郎・୰村ᐶཌ生┬ᢏᖌら㸴

ྡが選ฟされ、➉内ⰾ太郎がკクᢏᖌにᑵ௵した 8)。1936

年㸯᭶ 17 日・18 日に第一ᅇ改善調査ጤ員会が内ົ┬第

二会㆟ᐊで㛤ദされ、⛅⏣県・山形県のᑓ㛛ᐙによࡗて

農山漁村住宅の一⯡形態や改善指導等に関する調査成ᯝ

が報࿌された。同様のጤ員会は、同年㸵᭶ 28日に㟷᳃県

（第二ᅇ㸧、㸵᭶ 31日に岩手県（第三ᅇ㸧、㸶᭶㸲日に宮

城県（第ᅄᅇ㸧について㡰次⌧地で㛤ദされている注 30)。 

 工学院大学図書館௒和次郎・➉内ⰾ太郎ࣥࣙࢩࢡࣞࢥ

には、十五浜村雄勝について、⾲㸯に♧す㸴Ⅼの史料が

所ⶶされている。このうちձ『宮城県桃生郡十五℈村漁

ᐙ改善調査報࿌』（以下『調査報࿌』㸧は、ෑ㢌のㄝ明に

よると 1936年㸴᭶ 13・14日に東北生活更新会宮城ᨭ部

理事の小಴ᙉと同ホ㆟員・㐲⸨┒が実施した調査報࿌で、

෗┿㸳Ⅼをῧ௜し、かつղࠥյはその௜図に当たる。 

 1936 年ᗘの『東北更新会ྛᨭ部ཬ分会施設事業᝟況』

注 31)によれࡤ、宮城ᨭ部では農村住宅改善の基本調査を

㸲地༊で実施、最初の調査地が十五浜村雄勝で、調査日

程も一⮴する。また東北更新会では、1936年に∷㮵郡ዪ

ᕝ町分会など㸱ࣨ所で移ືᒎぴ会を㛤ദし、実物大の「改

Ⰻ台所模ᆺ」等とྜわせて雄勝の「漁村住宅模ᆺ」をᒎ

♧しており、改善౛としてᤊ࠼られていたことがわかる。 

 さらに、⾲㸯-ձの⾲⣬には「➉内」のᤫ༳があり、か

つնの➉内ⰾ太郎の᧜ᙳ෗┿には、1936年㸶᭶㸴日の日

௜があࡗて、これは宮城県で㛤ദされた第ᅄᅇ改善調査

ጤ員会の㸰日後に当たる。つまり『調査報࿌』と図㠃は、

宮城県での改善調査ጤ員会の会㆟資料としてస成され、
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会㆟後に➉内ⰾ太郎やጤ員らが漁村住宅の改善౛として

雄勝を視察したと推測できる。 

(2)雄勝の復興集落 

 雄勝の復興計画を、『宅地㐀成関ಀ』および『昭和震嘯

ㄅ』所཰の「十五℈村雄勝震嘯図」「十五℈村雄勝ࣀ住宅

㐺地㐀成関ಀ図」等から☜ㄆする。 

 まず津波๓の雄勝は、「十五℈村雄勝震嘯図」（図㸱㸧

によると、雄勝‴北ഃの海ᓊ⥺にἢうように集落が఩⨨

し、北ഃの山ᓴが集落の㝿まで㏕るたࡵ、東すに⣽㛗い

形を取る。県㐨が海ᓊ⥺ἢいに㉮り、東ഃから㡰にᏐఀ

ໃ⏿・下雄勝・上雄勝・小℩が఩⨨した。下雄勝す➃の

Ἑཱྀ௜㏆のᖹᆠ地には特にᐙᒇがᐦ集し、ᙺ場や㒑౽ᒁ

も所ᅾすることから、地域の୰ᚰ部だࡗたと考࠼られる。

‴から㞳れた小℩には、県㐨ἢいに雄勝小学ᰯが所ᅾし、

明἞三陸津波以๓には集἞┘が఩⨨していた。昭和三陸

津波では、上雄勝から小℩にかけてᗈい範ᅖでᐙᒇがὶ

ኻ・඲ቯし、下雄勝の୰ᚰ部は特に被害が集୰した。 

 その後の復興計画では、上雄勝・下雄勝では集ᅋ移転

がྍ⬟な高台の㐺地がᏑᅾしなかࡗたたࡵ、元のᩜ地を

地上ࡆして宅地が☜ಖされた。ただし、Ἑཱྀに当たる下

雄勝の୰ᚰ部については、被害がẚ㍑的㍍かࡗたᏐఀໃ

⏿の高台に 100ᡞを新たに㐀成して移転した。上雄勝に

所ᅾした村ᙺ場もここに移転されている注 32)。 

 復興集落のᵓ成は、⾲㸯Ѹճ「雄勝新宅地๭」（図㸲㸧

から▱られる。ᾐỈ域を㑊けた高台に東す方向ᖜ㸳m、༡

北方向ᖜ㸲m の直஺㐨㊰を㍈にᵓ成され、高台の北東ഃ

にႠᯘ┬雄勝ᢸ当༊と村ᙺ場、‴ഃのᖜ㸳m の大㏻りἢ

いにၟᗑを㓄する。௚はᖜ㸱m の㐨㊰により㸱ࢡࢵࣟࣈ

の▴形⾤༊に分๭された。㐨㊰には下Ỉᵴを備࠼て宅地

の᤼Ỉが考៖され、「高⇱な⾨生地」が整࠼られた。 

 村ᙺ場は、「十五℈村ᙺ場設計書・設計図」（図㸳㸧注 33)

によるとᗇ⯋（ᱱ㛫㸳㛫・᱆行㸷㛫㸧と会㆟ᐊ（ᱱ㛫㸴

㛫・᱆行 10㛫㸧、書ᗜ（ᱱ㛫㸰㛫・᱆行㸱㛫㸧の㸱Ჷを

ᗯ下で⧅ࡄᵓ成で、建ᆤは 120ᆤ、඲てᮌ㐀ᖹᐙ建て、

ᒇ᰿にはࣞࢫーࢺが⏝いられた。建ᆤはᙺ場のᩜ地⣙

800 ᆤの㸰๭以下に␃まり、北ഃに✵地が大きく取られ

ている注 34)。これは、内ົ┬が復興計画で♧したᙺ場・公

共施設・♫ᑎ等を最高⟠所に移し、ᩜ地の୰ᚰにはᗈ場

を設けるという方㔪注 35)によるものと推測できる。 

 

㸳.十五浜村雄勝の復興住宅 

(1)雄勝の復興住宅 

 復興住宅は、宅地 100ᡞのうちႠᯘ┬・村ᙺ場のᩜ地

を㝖く 98 ᡞで計画された。宅地は▴形で 22.05ࠥ99.45

ᆤとᖜがあるが、『調査報࿌』によると⏝㏵ࡈとに⾲㸰に

♧す「ᶆ‽宅地」が設定された。⾲㸯Ѹմ「下雄勝新住宅

地㓄⨨図」（図㸴㸧にはᶆ‽宅地の住宅㸰ᡞ（図㸵・㸶㸧・

ၟᗑ㸯ᡞのᖹ㠃がᥥかれており、ᶆ‽宅地の住宅 19ᡞ・

ၟᗑ 10ᡞはこれらのᖹ㠃で⤫一されたと推測できる。 

 まず住宅は、主ᒇは㐨ഃ

にጔを向けて建ち、ධཱྀは

ᖹഃに設け、㏻りἢいにప 

いሟとỈ㊰がᘔる。主ᒇは、

㸰ᡞ共に㛫ཱྀ㸱㛫・ዟ行㸷 

表䠎 雄勝復興住宅 ᶆ‽宅地 

図䠏 雄勝の昭和୕㝣ὠἼの⿕害䛸復興計画 

䠄䛄昭和震嘯ㄅ䛅所཰の䛂十五濱村震嘯図䛃䛻䚸䛂十五濱村雄勝ノ住宅㐺地造成関係図䛃䛻䜘䜚ุ᫂䛩䜛宅地造成䜔䛭の௚復興事ᴗ䜢㔜䛽䛶ⴭ⪅䛜స成䛧䛯䠅 

宅地造成区域 

ᘓ⠏⚗Ṇ区域 

復ᪧ⾤㊰ 

新つ⾤㊰ 

ⴭ⪅ซ౛ 
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㛫࡯どと小さく、ᖹ㠃は一ิᆺで、上手ഃにᗙᩜ㸰ᐊ、

下手ഃにⲔ㛫とᯈᩜの台所が୪ࡪⅬ、ᗙᩜの二方に⦕を

ᘔらすⅬ、ᅵ㛫がධཱྀと஭ᡞ部分のࡳで極ࡵて⊃いⅬが

共㏻する。『調査報࿌』とῧ௜෗┿（図㸷㸧からእほをࡳ

ると、ᒇ᰿はධẕᒇ㐀でࣞࢫーࢺを⏝い、እቨはᮡ・ᯇ

ᮦで、ᗋ高は 1.5ᑻ程だࡗた。 

 一方、ၟᗑは㸰㝵建てで、㸯㝵は㏻りに㠃してᗑ、そ

のዟにⲔ㛫・භᖂ・ᒃ㛫が⥆き、ഃ㠃ഃに台所、ᒃ㛫の

二方に⦕を௜す。෗┿では㝵高が高く、㸰㝵はᐈ㛫とし

た。 

(2)ᑠ಴ᙉのホ౯と復興住宅の特徴 

 東北更新会の『調査報࿌』をస成した小಴ᙉは、当᫬

௝台高等工業学ᰯ建築学科の初௦学科㛗ව教授で、東北

地方のẸᐙ研究の第一人⪅として▱られる 9)。 

 雄勝の復興住宅について小಴ᙉは、『調査報࿌』におい

て、㛗所として新宅地は「高⇱の地」にあるたࡵ᤼Ỉ・

日↷・㏻㢼がⰋዲであること、県の指♧によりᵓ㐀がሀ

∼であること、台所のὶし・Ჴ等の㓄⨨がⰋく整㡻され

ていること、Ⲕの㛫のᅖ⅔⿬はᮌⅣを౑⏝するたࡵᐊ内

がΎ₩であることをᣲࡆている。これらは、๓ᥖ資料㸯

の 1933年㸲᭶に県がᥦ♧した「住宅建築復興」に関する

注ពせ㡯にἢうが、౽所は県が指♧した内ົ┬ᘧ౽ᵴが

導ධされずࣜࢡࣥࢥーࢺのእỮ取ᵴで、かつ㝸ቨが設け

られていないこと、ᗋ高は県の注ពせ㡯では㸰ᑻ以上と

するが㸯.5ᑻ程ᗘしかないことを指摘しており、後⪅は

᪼㝆の౽をඃඛしたと小಴はㄝ明している。 

 一方、新宅地は山をษり㛤いて㐀成したたࡵ一ᡞ当た

りの宅地が㠀常に⊃く、ᑡなくとも 100ᆤはᚲせである

こと、建ᆤも௜ᒓᒇをྜわせて 30 ᆤで新住宅としては

㐺当ではないとする。このุ᩿は、小಴らが同᫬に調査

した津波でṧࡗた十五浜村Ỉ浜・分浜部落の漁Ẹ住宅（図

10㸧とẚ㍑したもので、㛫取りもまた復興住宅は一ิᆺ

で、漁Ẹ住宅がዟ行㸲㛫で⿬ᗙᩜをᣢつⅬにẚ࡭て୙౽

であるとした。すなわち小಴は、᪤Ꮡの漁Ẹ住宅を基‽

に復興住宅の宅地・建ᆤ、㛫取の課㢟を指摘する一方、

ᵓ㐀・設備等については県のせ㡯にᚑࡗた改善をホ౯し

たとい࠼る。 

 この小಴の指摘にຍ࠼、復興住宅・ၟᗑは⦕ᘔりのḍ

㛫にも࢞ࣛࢫをᔐࡵ、台所やస業場ᘔりに࢞ࣛࢫ❆をከ

⏝するⅬは㏆௦的である。඲体として、集落・住宅とも

罹災以๓より規模が⦰小したが、㐨㊰ᖜや✵地の☜ಖと、

高⇱・᥇ගなど⾨生㠃を重視した計画とホ౯できる。 

 

㸴.宮城県の復興住宅ീ 

 とこࢁで、『調査報࿌』のもう一人のస成⪅である㐲⸨

┒は、宮城県ᅵᮌ部のႠ⧋ᢏᖌである。宮城県では昭和

三陸津波Ⓨ災㸶日後の 1933年㸱᭶ 11日に「県ᅵᮌ課 㐲

⸨ᢏᖌ」が設計した漁Ẹ住宅の規᱁㸴✀を定ࡵたことは

ඛに述࡭た㏻りで、『職員録』注 36)によれࡤ 1933年当᫬㐲

⸨ጣのᅵᮌ課のᢏᖌは㐲⸨┒のࡳで、設計⪅とุ明する。 

 この漁Ẹ住宅の規᱁図㠃はṧされていないが、『Ἑ北新

報』1933年㸱᭶ 11日の記事によると下記の AࠥFの㸴✀

である。 

A:୐ᆤ、ඵ␚一㛫、一ᆤ二十二෇十五㖹 

B:භᆤ、භ␚一㛫、一ᆤ二十二෇二十㖹 

C:ᅄᆤඵྜ、ᅄ␚༙一㛫、一ᆤ二十ᅄ෇ᅄ十ᅄ㖹 

D:十二ᆤ五ྜ、ඵ␚一㛫、භ␚一㛫、一ᆤ二十෇ 

E:十一ᆤ二ྜ஑໗、භ␚一㛫、一ᆤ二十一෇ 

F:十ᆤ、භ␚一㛫、一ᆤ二十一෇ 

 いずれも記㍕された部ᒇの明⣽と⥲ᆤ数がྜ⮴しない

が、部ᒇ数は␚ᩜの部ᒇのࡳを♧したとࡳられ、౛ࡤ࠼

B ᱌の場ྜ、ྜ計㸴ᆤのうち「භ␚一㛫」すなわち␚ᩜ

が㸱ᆤで、ṧり㸱ᆤ分はᯈ㛫とᅵ㛫だࡗたと推測できる。 

 改ࡵて雄勝の復興住宅をぢると、ᶆ‽宅地のうち北ഃ

の住ᡞ（図㸵㸧はභ␚・ඵ␚のᗙᩜにᯈ㛫とࡳられるභ

␚㸰ᐊを௜した計 13ᆤで、ɔ 成・ᆤ数共に漁Ẹ住宅の規

᱁ Dに㢮ఝする。もう㸯ᡞの住宅（図㸶㸧も、ᗙᩜはඵ

␚二㛫、ᯈ㛫が十␚であるⅬは␗なるが、やはり⥲ᆤ数

は 13ᆤで一⮴する。同様に、ᶆ‽ၟᗑはභ␚二㛫のᗙᩜ

とᒃ㛫十␚の計 11 ᆤで、ᆤ数は漁Ẹ住宅の規᱁ E に㏆

ఝする。すなわち雄勝の復興住宅は、ඛに県がస成した

規᱁に基࡙いて建設されたと推測できる。 

 一方、漁Ẹ住宅の規᱁の AࠥCは、㸵ᆤ以下と極ࡵて小

さいⅬが共㏻する。宮城県では、ඛ述の㏻り津波Ⓨ災⩣

日にࢡࢵࣛࣂの設計図として AࠥCの㸱᱌をᥦ♧したが、

このうち A᱌はඵ␚のᗙᩜにᯈᩜきの台所（三␚㸧とᅵ

㛫（一␚㸧・཰⣡から成る計㸵ᆤで、漁Ẹ住宅の規᱁ Aと

よく一⮴する。同様にࢡࢵࣛࣂ B᱌はᗙᩜがභ␚で計㸴

ᆤ、C᱌はᗙᩜがᅄ␚༙の計 4.75ᆤで、ྛ々漁Ẹ住宅の

規᱁ B、Cとྜ⮴する。 

 宮城県では岩手県と␗なりࢡࢵࣛࣂをᡞ建てで⏝ពし

たこと、ࢡࢵࣛࣂ設計図స成の㸯㐌㛫後に漁Ẹ住宅の規

᱁をⓎ⾲したことを考ྜ࠼わせれࡤ、宮城県は応急期か

ら復興期まで一㈏した漁Ẹ住宅の改善像をᣢࡗて指導に

当たࡗたと推測でき、㐲⸨┒ᢏᖌがその୰ᚰ的なᙺ๭を

ᢸࡗたと考࠼られる。 

  

図䠒 䛂下雄勝新住宅地配置図䛃 
䠄工学院大学図書館今和次郎・竹内芳太郎コレクション所蔵䠅 

図䠕 下雄勝復興住宅䠄工学院大学図書館 
今和次郎・竹内芳太郎コレクション所蔵䠅 

図䠐 䛂雄勝新宅地割䛃䠄工学院大学図書館今和次郎・竹内芳太郎コレクション所蔵䠅 図䠑 䛂宮城県桃生郡十五濱村役場新⠏
工事タ計図䛃䠄宮城県公文書館所蔵䠅 

図 10 分濱 漁Ẹ住宅䠄工学院大学図書館 
今和次郎・竹内芳太郎コレクション所蔵䠅 

図䠓 ᶆ‽宅地䠄໭ഃ䠅住宅平面図 

図䠔 ᶆ‽宅地䠄༡ഃ䠅住宅平面図 
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㛫࡯どと小さく、ᖹ㠃は一ิᆺで、上手ഃにᗙᩜ㸰ᐊ、

下手ഃにⲔ㛫とᯈᩜの台所が୪ࡪⅬ、ᗙᩜの二方に⦕を

ᘔらすⅬ、ᅵ㛫がධཱྀと஭ᡞ部分のࡳで極ࡵて⊃いⅬが

共㏻する。『調査報࿌』とῧ௜෗┿（図㸷㸧からእほをࡳ

ると、ᒇ᰿はධẕᒇ㐀でࣞࢫーࢺを⏝い、እቨはᮡ・ᯇ

ᮦで、ᗋ高は 1.5ᑻ程だࡗた。 

 一方、ၟᗑは㸰㝵建てで、㸯㝵は㏻りに㠃してᗑ、そ

のዟにⲔ㛫・භᖂ・ᒃ㛫が⥆き、ഃ㠃ഃに台所、ᒃ㛫の

二方に⦕を௜す。෗┿では㝵高が高く、㸰㝵はᐈ㛫とし

た。 

(2)ᑠ಴ᙉのホ౯と復興住宅の特徴 

 東北更新会の『調査報࿌』をస成した小಴ᙉは、当᫬

௝台高等工業学ᰯ建築学科の初௦学科㛗ව教授で、東北

地方のẸᐙ研究の第一人⪅として▱られる 9)。 

 雄勝の復興住宅について小಴ᙉは、『調査報࿌』におい

て、㛗所として新宅地は「高⇱の地」にあるたࡵ᤼Ỉ・

日↷・㏻㢼がⰋዲであること、県の指♧によりᵓ㐀がሀ

∼であること、台所のὶし・Ჴ等の㓄⨨がⰋく整㡻され

ていること、Ⲕの㛫のᅖ⅔⿬はᮌⅣを౑⏝するたࡵᐊ内

がΎ₩であることをᣲࡆている。これらは、๓ᥖ資料㸯

の 1933年㸲᭶に県がᥦ♧した「住宅建築復興」に関する

注ពせ㡯にἢうが、౽所は県が指♧した内ົ┬ᘧ౽ᵴが

導ධされずࣜࢡࣥࢥーࢺのእỮ取ᵴで、かつ㝸ቨが設け

られていないこと、ᗋ高は県の注ពせ㡯では㸰ᑻ以上と

するが㸯.5ᑻ程ᗘしかないことを指摘しており、後⪅は

᪼㝆の౽をඃඛしたと小಴はㄝ明している。 

 一方、新宅地は山をษり㛤いて㐀成したたࡵ一ᡞ当た

りの宅地が㠀常に⊃く、ᑡなくとも 100ᆤはᚲせである

こと、建ᆤも௜ᒓᒇをྜわせて 30 ᆤで新住宅としては

㐺当ではないとする。このุ᩿は、小಴らが同᫬に調査

した津波でṧࡗた十五浜村Ỉ浜・分浜部落の漁Ẹ住宅（図

10㸧とẚ㍑したもので、㛫取りもまた復興住宅は一ิᆺ

で、漁Ẹ住宅がዟ行㸲㛫で⿬ᗙᩜをᣢつⅬにẚ࡭て୙౽

であるとした。すなわち小಴は、᪤Ꮡの漁Ẹ住宅を基‽

に復興住宅の宅地・建ᆤ、㛫取の課㢟を指摘する一方、

ᵓ㐀・設備等については県のせ㡯にᚑࡗた改善をホ౯し

たとい࠼る。 

 この小಴の指摘にຍ࠼、復興住宅・ၟᗑは⦕ᘔりのḍ

㛫にも࢞ࣛࢫをᔐࡵ、台所やస業場ᘔりに࢞ࣛࢫ❆をከ

⏝するⅬは㏆௦的である。඲体として、集落・住宅とも

罹災以๓より規模が⦰小したが、㐨㊰ᖜや✵地の☜ಖと、

高⇱・᥇ගなど⾨生㠃を重視した計画とホ౯できる。 

 

㸴.宮城県の復興住宅ീ 

 とこࢁで、『調査報࿌』のもう一人のస成⪅である㐲⸨

┒は、宮城県ᅵᮌ部のႠ⧋ᢏᖌである。宮城県では昭和

三陸津波Ⓨ災㸶日後の 1933年㸱᭶ 11日に「県ᅵᮌ課 㐲

⸨ᢏᖌ」が設計した漁Ẹ住宅の規᱁㸴✀を定ࡵたことは

ඛに述࡭た㏻りで、『職員録』注 36)によれࡤ 1933年当᫬㐲

⸨ጣのᅵᮌ課のᢏᖌは㐲⸨┒のࡳで、設計⪅とุ明する。 

 この漁Ẹ住宅の規᱁図㠃はṧされていないが、『Ἑ北新

報』1933年㸱᭶ 11日の記事によると下記の AࠥFの㸴✀

である。 

A:୐ᆤ、ඵ␚一㛫、一ᆤ二十二෇十五㖹 

B:භᆤ、භ␚一㛫、一ᆤ二十二෇二十㖹 

C:ᅄᆤඵྜ、ᅄ␚༙一㛫、一ᆤ二十ᅄ෇ᅄ十ᅄ㖹 

D:十二ᆤ五ྜ、ඵ␚一㛫、භ␚一㛫、一ᆤ二十෇ 

E:十一ᆤ二ྜ஑໗、භ␚一㛫、一ᆤ二十一෇ 

F:十ᆤ、භ␚一㛫、一ᆤ二十一෇ 

 いずれも記㍕された部ᒇの明⣽と⥲ᆤ数がྜ⮴しない

が、部ᒇ数は␚ᩜの部ᒇのࡳを♧したとࡳられ、౛ࡤ࠼

B ᱌の場ྜ、ྜ計㸴ᆤのうち「භ␚一㛫」すなわち␚ᩜ

が㸱ᆤで、ṧり㸱ᆤ分はᯈ㛫とᅵ㛫だࡗたと推測できる。 

 改ࡵて雄勝の復興住宅をぢると、ᶆ‽宅地のうち北ഃ

の住ᡞ（図㸵㸧はභ␚・ඵ␚のᗙᩜにᯈ㛫とࡳられるභ

␚㸰ᐊを௜した計 13ᆤで、ɔ 成・ᆤ数共に漁Ẹ住宅の規

᱁ Dに㢮ఝする。もう㸯ᡞの住宅（図㸶㸧も、ᗙᩜはඵ

␚二㛫、ᯈ㛫が十␚であるⅬは␗なるが、やはり⥲ᆤ数

は 13ᆤで一⮴する。同様に、ᶆ‽ၟᗑはභ␚二㛫のᗙᩜ

とᒃ㛫十␚の計 11 ᆤで、ᆤ数は漁Ẹ住宅の規᱁ E に㏆

ఝする。すなわち雄勝の復興住宅は、ඛに県がస成した

規᱁に基࡙いて建設されたと推測できる。 

 一方、漁Ẹ住宅の規᱁の AࠥCは、㸵ᆤ以下と極ࡵて小

さいⅬが共㏻する。宮城県では、ඛ述の㏻り津波Ⓨ災⩣

日にࢡࢵࣛࣂの設計図として AࠥCの㸱᱌をᥦ♧したが、

このうち A᱌はඵ␚のᗙᩜにᯈᩜきの台所（三␚㸧とᅵ

㛫（一␚㸧・཰⣡から成る計㸵ᆤで、漁Ẹ住宅の規᱁ Aと

よく一⮴する。同様にࢡࢵࣛࣂ B᱌はᗙᩜがභ␚で計㸴

ᆤ、C᱌はᗙᩜがᅄ␚༙の計 4.75ᆤで、ྛ々漁Ẹ住宅の

規᱁ B、Cとྜ⮴する。 

 宮城県では岩手県と␗なりࢡࢵࣛࣂをᡞ建てで⏝ពし

たこと、ࢡࢵࣛࣂ設計図స成の㸯㐌㛫後に漁Ẹ住宅の規

᱁をⓎ⾲したことを考ྜ࠼わせれࡤ、宮城県は応急期か

ら復興期まで一㈏した漁Ẹ住宅の改善像をᣢࡗて指導に

当たࡗたと推測でき、㐲⸨┒ᢏᖌがその୰ᚰ的なᙺ๭を

ᢸࡗたと考࠼られる。 
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住宅系研究報告会論文集 １７ 

 Proceedings of the Housing Studies Symposium 2022 

 

㸵.おࡾࢃに 

 以上、昭和三陸津波後の十五浜村雄勝の復興集落と住

宅の様┦を検討した。雄勝では、宮城県内最大の 226ᡞ

の住宅復興がண定されたが、集ᅋ移転の㐺地がᚓにくく、

宅地㐀成工事がⓎ災⩣年の 1934 年ᮎまで㐜れた。高台

に新たに㐀成された 100ᡞの新宅地は、5m㐨㊰を備࠼た

▴形⾤༊でᵓ成され、内ົ┬の方㔪にᚑい、ᗈい✵地を

ᣢつ村ᙺ場を最高地に建設した。住宅は、県が「住宅建

築復興」に関する注ពせ㡯をᥦ♧、雄勝では౽所等を㝖

きこれに‽じて計画され、࢞ࣛࢫのከ⏝等により高⇱・

᥇ගなど⾨生㠃が重視された。この計画が漁村住宅・集

落の改善౛としてホ౯され、東北更新会の住宅改善調査

およびᕠᅇᒎ、同会と同潤会が受クした東北地方農山漁

村住宅改善調査ጤ員会で取り上ࡆられたとい࠼る。 

 この雄勝の復興住宅のᖹ㠃は、宮城県がⓎ災㸯㐌㛫後

に㐲⸨┒ᢏᖌの設計でᥦ♧した㸴✀の漁Ẹ住宅の規᱁に

ᚑࡗたもので、さらに応急期のࢡࢵࣛࣂもこの規᱁にྵ

まれる。すなわち宮城県では、᪩期に漁Ẹ住宅の規᱁を

設計、応急期から復興期まで一㈏した改善像をᣢࡗたⅬ

が特➹できる。 

 雄勝は、2011 年の東日本大震災において被害を受け、

昭和復興の集落・住宅はṧ念ながら⌧Ꮡしないが、宮城

県が目指した漁村像を▱る㈗重な事౛と఩⨨௜けられる。 

 
ὀ 

注1) 宮城県⦅『震嘯災害救護概況』宮城県，1933。 

注2) 内ົ大⮧ᐁᡣ都市計画課『三陸津波にᅉる被害町村の復興計画報

࿌書』内ົ大⮧ᐁᡣ都市計画課，1934。 

注3) 宮城県⦅『宮城県昭和震嘯ㄅ』宮城県，1935。 

注4) 被害⪅・被害ᡞ数は史料により記㍕にᕪがあるが、ここでは「町

村ู罹災⪅の被害調」注 3๓ᥖ書，pp51-52によࡗた。 

注5) 「罹災住ᐙ町村ู調」注 3๓ᥖ書，p.64。被害ヲ⣽の記㍕のない

ᚚᕌ村㸯ᡞ、および被害のないᯇ岩村を㝖እした。 

注6) 『Ἑ北新報』1933年 3᭶ 6日。 

注7) 注 3๓ᥖ書，p.267。 

注8) 注 3๓ᥖ書，p.268。 

注9) 『Ἑ北新報』1933年 3᭶ 25日。 

注10) 注 1๓ᥖ書，pp.35-38。 

注11) 『Ἑ北新報』1933年 3᭶ 10日。 

注12) 注 1๓ᥖ書，p.35。 

注13) 『Ἑ北新報』1933年 3᭶ 11日。 

注14) 注 12に同じ。 

注15) 注 3๓ᥖ書，pp.471-473。 

注16) 注 2๓ᥖ書，pp.44-46。 

注17) 「ᩜ地㐀成㠃積୪඼工事㐍ᤖ≧況」（注 2๓ᥖ書，p49㸧記㍕の十

五浜村㸳部落のうち「ᐊ㉺」は「船㉺」のㄗり。 

注18) 注 2๓ᥖ書，pp48-50。 

注19) 『Ἑ北新報』1933年 4᭶ 26日。 

注20) 『Ἑ北新報』1933年 4᭶ 30日。 

注21) 『Ἑ北新報』1933年 7᭶ 5日。 

注22) 『Ἑ北新報』1933年 7᭶ 14日。 

注23) 『Ἑ北新報』1933年 12᭶ 16日「大部分は旧集἞┘㊧一ᖏに住宅

を建築」。集἞┘雄勝分┘は、ཧ考文⊩㸴によれࡤ雄勝‴最ዟ部に

఩⨨した。 

注24) 宮城県『昭和 12年ᗘ ᅵᮌ都市計画宅地㐀成関ಀ』（宮城県公文

書館所ⶶ，1937㸧所཰「住宅㐺地㐀成工事設計ኚ更㏣ㄆ⏦ㄳ」

に「昭和ඵ年十二᭶஑日第ᣠᅄ⹰ࣤ以ࢸᚚ指௧┦成ೃ本村震嘯

災害住宅㐺地㐀成工事」とある。 

注25) 宮城県『昭和 12年ᗘ ᅵᮌ都市計画宅地㐀成関ಀ』「震嘯災害宅

地㐀成工事╔手㐍ᤖ≧況報࿌」宮城県公文書館所ⶶ，1937。 

注26) 注 3๓ᥖ書（pp.578-579㸧には十五浜村の建築ぢ㎸ࡳ 263ᡞとあ

り、ᡞ数に㱈㱒があるが、史料の記㍕にᚑࡗた。 

注27) 注 25『宅地㐀成関ಀ』「宅地㐀成工事❹工期日ᘏ期ᢎㄆ⏦ㄳ」。 

注28) 注 3๓ᥖ書，pp.578-579。 

注29) 注 27に同じ。 

注30) 同潤会⦅「東北地方農山漁村住宅改善調査特ูጤ員ᡴྜ᭳㆟事録」

『同潤会東北地方農山漁村住宅改善調査ጤ員会㆟事録集』同潤会，

1939。 

注31) 東北更新会 『東北更新会ྛᨭ部ཬ分会施設事業᝟況』東北更新会，

pp.1-6，1940。 
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 本✏は、ᣋ✏「昭和三陸津波における宮城県の住宅復興̿㑊㞴・応急・

復興のẁ㝵的対応に╔目して」（2021 年ᗘ 日本建築学会大会学⾡ㅮ₇

集㸧、「昭和三陸津波における宮城県十五℈村雄勝部落の復興計画̿「理

想的漁村」としての集落・住宅復興の実態」（2022 年ᗘ、同㸧の内ᐜを

基に、大ᖜにຍ➹・修ṇした。 
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